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導
入
さ
れ
た
地
域
で
は
、
個
別
熱
供
給
か
ら

地
域
熱
供
給
に
切
り
替
え
ら
れ
る
。
熱
供
給

は
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
高
価
な

配
管
を
必
要
と
す
る
蒸
気
で
送
り
、
少
し
低

い
温
度
の
蒸
気
で
返
す
の
で
は
な
く
、
日
本

の
１
／
10
の
コ
ス
ト
の
安
価
な
配
管
で
80
℃

の
温
水
を
送
り
出
し
、
端
末
で
熱
を
利
用
し

て
40
℃
に
下
が
っ
た
温
水
を
送
り
返
す
こ
と

に
よ
り
、
低
ロ
ス
、
高
利
用
効
率
で
、
20
km

先
ま
で
供
給
可
能
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
う
ま
く
機
能
す
る
よ
う
に
全
体
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
話
を

す
る
と
北
欧
は
膨
大
な
熱
需
要
が
あ
る
か
ら

成
り
立
つ
と
い
う
議
論
を
す
る
人
が
い
る
が
、

わ
が
国
で
は
毎
日
お
風
呂
に
入
る
の
で
給
湯

用
の
熱
需
要
が
大
き
く
、
む
し
ろ
北
欧
よ
り

も
年
間
を
通
し
て
熱
需
要
が
安
定
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。

江
戸
時
代
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
域
単
位

で
需
給
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
本
来
の

姿
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
社
会
で
は
、
化
石

燃
料
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
て
遠
い
外
国
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
依
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
は
世
界
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
前
提

と
な
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
よ
う
に
最
新
技
術

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
先
祖
返
り
を
す
る
こ
と
は

長
い
目
で
見
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
点

か
ら
も
有
利
か
も
し
れ
な
い
。
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こ
の
秋
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
長
官
が
来
日
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
う

機
会
が
あ
っ
た
。
最
近
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

で
も
デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は
安

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー

ク
の
電
力
需
要
は
、
北
海
道
と
同
じ
く
ら
い

の
規
模
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
北
海
油

田
の
権
利
を
持
っ
て
お
り
実
は
オ
イ
ル
や
ガ

ス
に
は
困
ら
な
い
国
で
あ
る
が
、
２
０
１
１

年
に
Ｏｕ
ｒ 

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ 

Ｅｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ
と
い

う
国
策
を
定
め
、
２
０
５
０
年
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
大
胆
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
進
め
て
い
る
。
２
０
２
０
年
に
は
、
熱

利
用
も
含
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
50
％
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
実
現
し
て
い
る
。

以
前
の
デ
ン
マ
ー
ク
は
、
日
本
と
同
様
に

少
数
の
大
規
模
石
炭
火
力
か
ら
電
力
を
供
給

し
、
熱
需
要
は
個
々
に
石
油
・
ガ
ス
で
対
応

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
が
、
発
電

に
つ
い
て
は
、
大
規
模
火
力
発
電
の
集
中
型

の
電
力
供
給
か
ら
地
域
毎
に
膨
大
な
数
の
分

散
型
発
電
を
作
り
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
発
電
と
同
時
に
発
電

後
排
熱
を
熱
供
給
に
用
い
る
シ
ス
テ
ム
に
改

め
る
と
と
も
に
、
陸
上
・
洋
上
に
多
く
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
を
設
置
し
て
い
っ

た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
デ
ン
マ
ー
ク
に
は
北

海
道
の
よ
う
に
広
大
な
農
地
が
広
が
っ
て
い

る
。
こ
の
農
地
か
ら
出
る
麦
わ
ら
を
地
域
で

集
め
て
地
域
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
に
持
ち
込
み
燃
料
に
し
て
い
る
の

で
、
自
国
の
バ
イ
オ
資
源
を
活
用
し
て
発
電

と
熱
供
給
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
麦

わ
ら
は
、
刈
取
機
の
段
階
で
取
扱
い
や
す
い

よ
う
に
直
方
体
に
成
形
さ
れ
、
農
地
で
一
定

の
水
分
ま
で
乾
燥
さ
せ
、
地
域
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
倉
庫
に
シ
ス

テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
集
積
さ
れ
、
燃
焼
し
た
後

の
灰
は
農
地
に
還
元
さ
れ
る
。
加
え
て
、
風

力
発
電
な
ど
を
積
極
的
に
導
入
し
て
電
力
供

給
を
行
う
が
、
風
力
発
電
は
気
象
条
件
に
よ

り
出
力
が
変
動
す
る
。
こ
の
変
動
を
補
正
す

る
よ
う
に
各
地
の
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
テ
ム
が
発
電
出
力
調
整
す
る
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
る
。
風
況
が
良
く
、
電
力
が
余

剰
な
時
に
は
電
力
市
場
価
格
が
暴
落
す
る
の

で
、
熱
供
給
は
暴
落
し
た
電
力
を
購
入
し
て

熱
供
給
用
の
温
水
を
加
熱
し
、
タ
ン
ク
に
貯

め
て
お
く
。
電
力
が
逼
迫
し
て
電
力
市
場
価

格
が
高
騰
す
る
と
き
に
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
発
電
が
フ
ル
稼
働
し
て
市
場

に
電
力
を
供
給
す
る
。
こ
れ
で
自
動
的
に
電

力
需
給
の
調
整
が
で
き
る
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の

デ
ン
マ
ー
ク
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

1980 年代中頃まで、デンマーク国内にはいくつかの大規模火力発電所（図
中の ）があるのみだが、現在は無数の小型コージェネレーション・シス
テム（図中の ）と風力発電（   陸上・    洋上）による分散型発電に変わっ
ていることが分かる。


